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コロナ禍からの脱却へコロナ禍からの脱却へ

介護施設新規入所者へ
ＰＣＲ検査を補助

介護施設新規入所者へ
ＰＣＲ検査を補助

令和３年度
予　算
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介護事業所等感染防止対策環境
整備支援事業
介護施設等入所者ＰＣＲ検査料
補助金

介護事業所での新型コロナウイルスのクラスター発生防止
のため、引き続き介護事業所がおこなう感染防止対策の経費
を補助する。
また、新規入所者へのＰＣＲ検査費用を新たに補助する。

令和２年度に申請した事業所も対象になるのか。

令和３年度も申請可能なので、活用いただきたい。

施設の職員や従事者はＰＣＲ検査料補助の対象か。

ＰＣＲ検査料補助は新規入所者のみが対象なので、環境整備支
援事業で申請するか、自主的に受けていただくことになる。

A

350万円

Q

A

Q

460万円

令和３年３月オープン
久御山しみずの里

定
例
会
３
月
会
議
は
、
町
長
か
ら
令
和
３
年
度
当
初
予
算
、
令
和
２
年

度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
の
提
案
が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
う
え
、
す

べ
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
通
年
議
会
の
本
格
実
施
に
伴
う
条
例
・
規
則
改
正
が
議
会
運
営

委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ
、
４
月
か
ら
の
通
年
議
会
実
施
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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がんばる農家
応援事業
京力農場プランに掲載の中核的担い手がお

こなうソフト・ハード事業の取り組みに加え、
令和３年度からはスマート農業を支援する。

スマート農業の支援を追加した理由は。

小規模農家がこれから発展していく中
で、労働力の機械化、農業の省力化が
必要と考え、事業拡充をおこなう。

のってこタクシー
運行（特例運行）
町独自の交通システムであるのってこタク

シーの拡充運行。
令和３年度は、特例的に御牧地区の一部か

ら淀駅へ運行する。

料金は同じか。

バスの代替手段として、路線バスの
通っていない御牧地区の特例措置であ
り、通常ののってこタクシー代にバス
代を上乗せした500円に設定。

水道料金
臨時助成
新型コロナに係る経済対策として水道料金
の臨時助成をおこなう。
水道料金のうち、４か月分の基本料金全額
を減免する。

水道は家庭によって使用量も違う。な
ぜ一律の減免なのか。

コロナ禍で多くの方が困っており、全
ての方に補助することとした。町の財
政も考慮する中で、一律の減免とした。

＊万円未満四捨五入

5000万円 581万円

A

Q
A
Q

三世代同居等
推進事業
三世代が同居・近居をするための住宅リ

フォーム費用や取得に係る仲介手数料の一部
を補助する。

補助対象がリフォームと仲介手数料と
あるが、併用できるのか。

併用はできない。どちらかを選択して
もらうことになる。

みまきこども園整備工事

令和２年度に設計した整備工事に着手する。
リニューアルオープンは令和４年４月を予定。

なぜ鉄骨造なのか。

費用面を考慮し、鉄骨造とした。内装
は、木質で温もりをもたせた。
給食の対応は。

全園児分を園内の給食室で調理できる
よう整備する。

万円2億2248 540万円

A

Q

A

Q

A
Q

440万円

A
Q

会計区分 予算額 対前年度
増減率（％）

一般会計 75億5400万円 ▲0.3％

特
別
会
計

国民健康保険 18億6790万円 ▲5.8％

三郷山財産区 440万円 0.0％

介護保険 15億1530万円 1.5％

後期高齢者医療 2億7110万円 ▲0.7％

企
業
会
計

水道事業 9億 866万円 0.6％

下水道事業 11億3521万円 2.0％

合　　計 132億5657万円 ▲0.7％

令和３年度　会計別予算 （▲＝減額）
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一
般
会
計
予
算　

討
論
（
抜
粋
）

「
ま
ち
の
に
わ
構
想
」
は
、

中
央
公
園
の
管
理
を
民
間
委
託

に
す
る
考
え
が
明
白
に
な
っ
た
。

民
間
企
業
優
先
で
運
営
さ
れ
、

住
民
が
二
の
次
に
な
る
こ
と
を

危
惧
す
る
。
今
の
ま
ま
（
町
管

理
）
の
公
園
で
は
な
ぜ
ダ
メ
な

の
か
非
常
に
疑
問
で
あ
る
。

◆
芦
田　

祐
介　

議
員

ワ
ク
チ
ン
を
迅
速
に
接
種

す
る
な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

◆
田
口　

浩
嗣　

議
員

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
特
例

運
行
（
御
牧
〜
淀
駅
）
に
期

待
。
優
タ
ク
シ
ー
利
用
者
に

優
遇
を
！

◆
中
野
ま
す
み　

議
員

コ
ロ
ナ
禍
、
新
市
街
地
整

備
事
業
を
急
ぐ
の
は
疑
問
。

い
ま
必
要
な
の
は
、
手
厚
い

事
業
者
支
援
で
は
。

◆
内
田　

孝
司　

議
員

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活

用
し
、
住
民
負
担
軽
減
策
な

ど
戦
略
的
な
行
財
政
運
営
を

期
待
す
る
。

◆
樋
口　

房
次　

議
員

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
を
意
識

し
た
予
算
執
行
を
求
め
る
。

事
態
に
即
応
し
た
補
正
も
、

予
断
な
く
実
行
す
べ
き
。

◆
岩
田　

芳
一　

議
員

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
安
全
な

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
住
民
の
た

め
に
安
心
で
き
る
事
業
を
期

待
し
ま
す
。

◆
巽　
　

悦
子　

議
員

コ
ロ
ナ
感
染
者
が
急
増
。

逼
迫
し
た
医
療
機
関
を
増
や

さ
な
い
た
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
拡
充
が
必
要
だ
。

◆
林　
　

吉
一　

議
員

コ
ロ
ナ
閉
塞
感
か
ら
脱
却

の
た
め
、
引
き
続
き
積
極
的

な
予
算
配
分
を
期
待
す
る
。

◆
篠
田　

久
和　

議
員

京
都
南
に
き
ら
め
く
ま
ち

久
御
山
を
、
未
来
に
つ
な
げ

る
予
算
に
期
待
し
ま
す
。

◆
松
尾　
　

憲　

議
員

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
構

想
な
ど
は
、
感
染
状
況
の
推

移
を
見
定
め
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

◆
島　
　

宏
樹　

議
員

コ
ロ
ナ
対
策
の
徹
底
と
内

水
排
除
対
策
を
は
じ
め
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
予

算
に
期
待
。

◆
戸
川　

和
子　

議
員

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、

住
民
に
寄
り
添
っ
た
施
策
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

予
算
の
執
行
を
望
む
。

◆
中
井　

孝
紀　

議
員

コ
ロ
ナ
を
収
束
さ
せ
る
た

め
に
、
一
人
一
人
に
寄
り

添
っ
た
き
め
細
や
か
な
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
体
制
を
。

◆
松
本　

義
裕　

議
員

積
極
的
予
算
で
あ
る
が
、

時
に
は
立
ち
止
ま
り
、
住
民

に
と
っ
て
中
身
の
あ
る
事
業

を
期
待
。

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
の
特
例

運
行
、
災
害
対
応
型
電
気
自
動

車
の
購
入
、
不
妊
治
療
自
己
負

担
額
の
全
額
補
助
ほ
か
、
町
内

企
業
の
人
材
確
保
支
援
と
な
る

独
自
施
策
、「
就
域
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
」
の
設
置
な
ど
は
評
価
で

き
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
発
生
か

ら
一
年
、
ま
だ
終
息
は
見
え
な

い
。
今
は
、
住
民
の
「
命
と
暮

ら
し
を
守
る
」
こ
と
が
最
重
要

課
題
。
水
道
基
本
料
金
減
免
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
一
定
評
価
す

る
が
、
厳
然
た
る
予
算
執
行
を

求
め
る
。

昨
年
度
以
上
に
基
金
に
依
存

す
る
予
算
だ
が
、
財
政
基
盤
の

確
立
に
努
め
な
が
ら
「
全
世

代
・
全
員
活
躍
型
『
生
涯
活
躍

の
ま
ち
』
構
想
〜
夢
い
っ
ぱ
い

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
く
み
や
ま

Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｃ
構
想
〜
」
の
住
民
協

働
で
の
実
現
に
期
待
す
る
。

今
の
ま
ま
の
公
園
で
は

な
ぜ
ダ
メ
な
の
か
！

前
向
き
に
取
り
組
む

姿
勢
を
感
じ
る

厳
し
い
財
政
状
況
で
の

予
算
、
一
定
評
価
す
る

「
希
望
の
光
」
予
算

力
強
い
推
進
に
期
待

反
対
巽　

悦
子 

議
員

賛
成
芦
田
祐
介 

議
員

賛
成
松
尾　

憲 

議
員

賛
成
篠
田
久
和 

議
員

ひ
と
こ
と

言
わ
せ
て

新
年
度
予
算
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65歳以上（5000人分）の新型コロナワクチン接種に
係る費用で、医師委託料や接種会場でのアルコール消毒液、
コールセンター設置費用など。
予算は繰り越し、令和３年度に実施。
費用は全額、国の負担となる。

くみやまコロナワクチンコールセンター
＜050─3161─0012＞
※対応は午前８時30分～午後５時（土日・祝日除く）

2436
万円新型コロナワクチン接種体制確保

ファイザー社製のワクチン

京都府緊急事態措置
協力金負担金
新型コロナ感染防止対策のため、営業時間

短縮要請に協力した団体・企業・個人事業主
に京都府が協力金を支払うための町負担金。
予算は繰り越し、令和３年度に実施。

周知方法は。
町ホームページや広報誌で周知する。
手続きは京都府で実施。

1244
万円

ふるさと応援寄附金
 
ふるさと納税のポータルサイトを昨年12
月から３つ増設し、４つにしたことで予算を
上回る納税があった。
［さとふる・楽天・ふるなび・ふるさとチョイス］

費用対効果は。
手数料はサイトによって異なるが、ふ
るさと納税が増えており、効果はある。

2620
万円

会　計　区　分 補正額 補正後の額
一般会計（10・11号） ▲6298万円 99億3598万円

特別会計

国民健康保険〈事業勘定〉（第３号） ▲1916万円 20億1416万円
三郷山財産区（第２号） 1297万円 1782万円
介護保険（第４号） ▲6996万円 14億8555万円

後期高齢者医療（第３号） 1175万円 2億9739万円

企業会計

水道事業
（第４号）

収益的収入 ▲584万円 6億2088万円
収益的支出 ▲94万円 6億 329万円
資本的収入 ▲571万円 1億1788万円
資本的支出 ▲1600万円 2億8732万円

下水道事業
（第３号）

収益的収入 ▲773万円 7億9215万円
収益的支出 ▲4848万円 7億1601万円
資本的収入 12万円 1億7300万円
資本的支出 ▲314万円 3億4873万円

令和２年度補正予算

＊万円未満四捨五入

（▲＝減額）

主な内容
令和２年度補正予算は、事
業終了に伴う精査が主な内
容です。
・こども園会計年度任用職

員人件費 ▲3530万円
・子育て支援医療費助成金

▲1000万円
・水道事業会計出資金

▲1510万円
・文化・スポーツ施設指定

管理料　　▲2050万円

A
Q

A
Q

令和２年度補 正 予 算
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選挙運動の経費負担を軽減することにより、
立候補の機会均等を図るための条例制定。

なお、公職選挙法の一部を改正する法律に
おいて、議会議員選挙でも供託金制度が導入
される。

◆新たに公費負担の対象となる事項
・選挙運動用自動車の使用料
・選挙運動用ビラの作成費
・選挙運動用ポスターの作成費

条
例
制
定

選挙運動経費が公費負担に

A
Q

町議会議員及び町長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例制定

・請願の提出の際に必要であった押印
が不要となり、署名のみで提出が可
能。

・請願は、住民の皆さんが希望や要望
を述べる方法の１つで、憲法により
保障された権利。

規
則
改
正
議会会議規則の一部改正

・保険料基準額が月額5,786円に変更
（現行5,591円＋195円）

・給与・公的年金など所得を有する者に
は、当該所得金額から10万円を控除
して合計所得金額を算定。

条
例
改
正

介護保険料基準額が増
介護保険条例一部改正

請願提出　押印不要に

人
　
　
事

副
町
長

中な
か
む
ら村　

繁し
げ

男お
　
氏
（
再
任
）

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続

き
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
４
年
。

教
育
委
員
会
教
育
長

内う
ち

田だ　
智と

も
子こ
　
氏
（
新
任
）

山
本
悦
三
氏
の
辞
職
に
伴
い
、

新
た
に
内
田
氏
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は

令
和
３
年
９
月
末
ま
で
（
前
教

育
長
の
残
任
期
間
）。

公
平
委
員
会
委
員

木き
の

下し
た　
康や

す
光み

つ
　
氏
（
再
任
）

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
。

辻つ
じ　

　
嘉よ

し
一か

ず
　
氏
（
新
任
）

阪
本
孝
司
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
。

デザイン・写真撮影・印刷を別におこ
なった場合、公費負担の対象になるのか。
デザイン・写真撮影は対象にならない。

ポスターの公費負担の上限が57枚と
なっているが、破れて張り替えた場合は。
張り替えた場合でも、上限は57枚とな
る。A

Q

10万円の控除により前年と比べ、区分
が変わることがあるのか。
区分が変わらないよう特例控除が設けら
れた。A

Q



全 議 案 の 採 決 結 果
■賛否が分かれた議案	 〇＝賛成　×＝反対
（注）表中の〇及び×は、〇＝賛成討論、×＝反対討論をおこなっています。　　　　　　　

公明党 共産党 くみやま
みらい

ネクスト
くみやま

会派に
属さない議員

議案／議員 岩
田
　
芳
一

戸
川
　
和
子

中
野
ま
す
み

巽
　
　
悦
子

松
本
　
義
裕

林
　
　
吉
一

島
　
　
宏
樹

篠
田
　
久
和

田
口
　
浩
嗣

内
田
　
孝
司

芦
田
　
祐
介

松
尾
　
　
憲

樋
口
　
房
次

中
井
　
孝
紀

結
　
果

令和３年度
当初予算

一般会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 可決
国民健康保険特別会計〈事業勘定〉 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 可決
介護保険特別会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 可決
後期高齢者医療特別会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 可決
水道事業会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 可決

条例

介護保険条例一部改正
（保険料基準額が月額5,786円に変更） 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 可決

議会議員及び町長の選挙における選挙
運動の公費負担に関する条例制定
（選挙運動用の自動車やビラが公費負
担に）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ × 〇 〇 〇 可決

指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条
例等一部改正
（指定地域密着型サービスの設置・運
営基準の変更）

〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 可決

※内田議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

■全員賛成の議案

人事
副町長の選任同意（中村繁男氏を選任）
公平委員会委員の選任同意（木下康光氏・辻嘉一氏を選任）
教育委員会教育長の任命同意（内田智子氏を任命）

令和３年度
当初予算

三郷山財産区特別会計
下水道事業会計

令和２年度
補正予算

一般会計（第10・11号）
国民健康保険特別会計〈事業勘定〉（第３号）
三郷山財産区特別会計（第２号）
介護保険特別会計（第４号）
後期高齢者医療特別会計（第３号）
水道事業会計（第４号）
下水道事業会計（第３号）

条例・規則

議会基本条例一部改正（通年議会実施にあたり議会の会期を通年と明記）
議会定例会条例一部改正（通年議会実施にあたり定例回の招集回数を１回に変更）
議会委員会条例一部改正（予算決算常任委員会を新たに設置）
議会会議規則一部改正（通年議会実施にあたり一事不再議の事情変更を規定／請願提出の際の押印
を不要に）
マイナンバー法に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例一部改正
（保育料無償化により、町の第３子以降私立幼稚園保育料補助が不要となる）
国民健康保険税条例一部改正（軽減判定所得の算定において、基礎控除相当分の額を33万円から43
万円に引き上げ）
国民健康保険条例一部改正（新型コロナウイルス感染症の定義が変更）
介護保険条例一部改正（新型コロナウイルス感染症の定義が変更）

くみやま　議会だより　No.162（7）
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緊急時に議会が　　すぐに対応ができる緊急時に議会が　　すぐに対応ができる

通年議会　本格実施通年議会　本格実施
令和３年

４月から
令和３年

４月から

通年議会
どこが変わる？

▶通年議会は、４月
に定例会を開会し、
翌年3月末までを

会期が1年になり
閉会中がなくなる？

会期とするため、１年を通じて開会中となり
ます。
▶常に開会中のため、緊急議案がある場合もす
ぐに定例会を再開し、対応することが可能に
なります。

▶専決処分とは、緊
急の場合で議会を
招集する時間的余

町長の専決処分が
減る？

裕がないときなどは、議会で議決する案件を
町長が処理することです。

▶通年議会になると、１年を通じて開会中とな
り、いつでも定例会を再開して審議できるため、
専決処分が減り、議会による行政の監視機能
強化につながります。

＊災害などによる補正予算や1000万円未満の
変更契約、300万円未満の損害賠償などは、
町の条例で町長の専決処分を認めています。

４月からの議会日程（改正後）

これまで
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

閉　会
←会期→

閉　会
←会期→

閉　会
←会期→

閉　会
←会期→

定例会 定例会 定例会 定例会

これから
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

閉
会

会　　期
開会 定例月 定例月 定例月 定例月

３
月
会
議
で
は
、
４
月
か
ら
通

年
議
会
を
本
格
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
条
例

改
正
な
ど
４
議
案
が
提
案
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

町
政
へ
の
監
視
機
能
強
化
、
住

民
の
福
祉
向
上
を
速
や
か
に
達
成

す
る
た
め
、
会
期
を
通
年
（
通
年

議
会
）
と
す
る
こ
と
を
明
記
。

定
例
会
の
回
数
（
招
集
）
を
毎

年
４
回
か
ら
年
１
回
に
変
更
。

予
算
（
補
正
含
む
）・
決
算
を

審
査
す
る
た
め
、
常
任
委
員
会
を

設
置
。

13
名
の
委
員
で
構
成
。

発
言
取
り
消
し
・
訂
正
の
期
間

を
会
期
中
か
ら
会
議
期
間
中
に
名

称
を
変
更
。

議
会
基
本
条
例

　
　
　
　
一
部
改
正

議
会
定
例
会
条
例

　
　
　
　
一
部
改
正

議
会
委
員
会
条
例

　
　
　
　
一
部
改
正

議
会
会
議
規
則

　
　
　
　
一
部
改
正
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⃝委員会付託とは、議案を詳しく検討するため、
所管の委員会で専門的に審査することです。

⃝町議会では、人事以外の議案はすべて委員会
付託し、専門的に審査することとしました。

⃝予算と関連する条例改正などは、予算決算常
任委員会で審査します。

緊急時に議会が　　すぐに対応ができる緊急時に議会が　　すぐに対応ができる

通年議会　本格実施通年議会　本格実施
令和３年

４月から
令和３年

４月から

ほかにも・こんなことが・変わります

予算決算の審査
「特別委員会」を
「常任委員会」に
⃝これまでは、当初予算と決算はその都度、特
別委員会を設置し審査していましたが、予算
に関わるすべて（条例含む）を同じ委員会で
審査するため、常任委員会として設置するこ
ととしました。

＜これまで＞
当初予算 補正予算 決算

予算特別委員会 ★ － －
決算特別委員会 － － ★

＜令和３年度～＞
当初予算 補正予算 決算

予算決算常任
委員会 ★ ★ ★

★＝審査する委員会

➡

⃝委員は議長を除く13名で構成し、委員の任
期は２年です。
⃝審査の時期は、
１年間を通して
当初予算・補正
予算・決算を審査していきます。
⃝決算はこれまでは10月に審査し、12月定例
会で議決していましたが、９月に審査・議決
することで翌年度の当初予算へ審査結果を反
映させやすくなります。

当初予算 ３月
補正予算 ３・６・９・12月
決　　算 ９月

一般質問をこれまでより
早くしたの？
⃝一般質問とは行政全般について、町に対し、
執行状況や将来の方針、町の考えなどについ
て説明を求め、それらについて議員から意見
や提案をするものです。

⃝こうした一般質問の重要性を考え、会議期間
の初めに質問日を設定することとしました。

委員会に
付託する議案は？
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QA
犯
罪
の
未
然
防
止
の
た
め
、
役
場

敷
地
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
５
カ
所
設

置
さ
れ
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

観
点
か
ら
住
民
へ
の
周
知
が
必
要

で
は
。

防
犯
カ
メ
ラ
が
稼
働
中
だ
と
住
民

に
わ
か
る
よ
う
に
、
役
場
敷
地
に

表
示
を
し
て
い
き
た
い
。

既
存
の
中
央
公
民
館
よ
り
規
模
は

縮
小
の
よ
う
だ
が
、「
公
民
館
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
で
の
議
論
は
。

中
身
は
こ
れ
か
ら
考
え
る
が
、
施

設
の
外
に
遊
べ
る
広
場
な
ど
も
予

定
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
面
積
は
狭
く
な
る

が
、
今
後
、
変
更
も
加
え
な
が
ら
、

予
定
し
て
い
る
施
設
の
枠
組
み
の

中
で
、
効
率
的
に
使
用
で
き
る
よ

う
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

施
設
規
模
は

QA

休会中の事務調査　１月25日
財政

潤
沢
で
は
な
い

本
町
の
財
政
状
況

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
３月９日３月９日

他市町村より多い地方税
令和元年度の歳入では、地方税が約
64.4％を占めており、府内町村の平均
28.3％と比較して非常に大きい。
一方、歳出では、民生費が32.9％となっ
ており、府内町村の27％と比較して大き
くなっている。

地方公共団体の財政力を示す指標
財政力指数は、数値が高いほど財政に
余裕があるというもので、数値が1.0以
上で普通交付税が不交付となる。
本町は、昭和47年度から継続して普通
交付税不交付団体となっている。

基金残高が減少
基金には年度間の財源の不均衡を調整
するための財政調整基金と、特定の目的

若干持ち直した本町の財政力指数

役
場
敷
地
内
の
防
犯
カ
メ
ラ

住
民
周
知
が
必
要
で
は

御
牧
地
区
の
交
通
不
便
地
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
交
通
不
便

地
と
は
御
牧
地
区
だ
け
を
指
す
の

か
。

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
中

で
御
牧
地
区
と
定
め
て
い
る
。

QA
交
通
不
便
地
の
定
義
は

のために財産を維持し、資金を積み立て
る公共施設建設などの目的基金がある。
平成10年度は約55億円あったが、平成
26年度は約24億円に減少している。

若干は持ち直した
このまま推移すれば、基金はなくなっ
ていく状況であったが、地方消費税交付
金が交付され、税率も10％へと上がるに
従い、現在では約６億円ほどの交付があ
り、財政状況は若干持ち直した。

H10
1.221

H16
1.291

H20
1.321

H25
1.041

R1
1.118
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休会中の事務調査　11月11日
久御山中学校タイル修繕工事

休会中の事務調査　１月26日
GIGAスクール構想

新
た
な
ツ
ー
ル
で

子
ど
も
た
ち
に
新
し
い
学
び
を

財政

ICT活用のグランドデザイン
子どもたちがICTを活用する基礎的
な知識や技能・論理的思考を身に付け、
ICTをツールとして主体的に学習に取り
組むことを目指している。

活用ステップは３段階
・ステップ１「ふれる・なれる」
・ステップ２「まなぶ・かんがえる」
・ステップ３「まなぶ・かんがえる・き

りひらく」
３年計画で、情報活用能力の育成につ
なげていく。

GIGAスクール関連経費
タブレットやスタイラスペンを1214
セット、モバイルルーターや校内LAN
整備などで約１億4047万円を支出した。

１人１台のタブレット配備が完了

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
３月10日３月10日

QA

ホール天井（吹き付け）の除却

Q
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
内
の
ア
ス
ベ

ス
ト
除
却
工
事
を
お
こ
な
っ
て
い

た
が
、
煙
突
内
に
も
ア
ス
ベ
ス
ト

が
見
つ
か
り
、
工
事
契
約
の
変
更

が
あ
っ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
追
加

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
。

タブレット端末は文具の１つ
タブレット端末は使うことが目的では
なく、学習の楽しさを子どもたちに感じ
てもらうための文具の１つとして認識し、
主体的・対話的で深い学びを実現させて
いく。
先生や大人の目の行き届かないところ
でも適切に判断し、課題を解決する力を
育成していく。

中
央
公
民
館

ア
ス
ベ
ス
ト
処
分
量
は

地
域
福
祉
計
画
な
ど
の

住
民
周
知
は

解
体
に
先
立
つ
ア
ス
ベ
ス
ト
除
却

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
で
最
終
と
考

え
て
い
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
処
分
量
は
。

ホ
ー
ル
（
吹
き
付
け
）
約
51
㎥
、

煙
突
（
断
熱
材
）
約
２
㎥
と
な
っ

た
。

QA
地
域
福
祉
計
画
や
障
害
者
基
本
計

画
な
ど
４
つ
の
計
画
が
策
定
さ
れ

る
が
、
住
民
へ
の
周
知
は
。

４
つ
の
計
画
を
１
つ
に
ま
と
め
た

概
要
版
を
全
戸
に
配
布
す
る
予
定
。

住
民
に
分
か
り
や
す
い
内
容
に
な

る
よ
う
表
現
の
工
夫
が
必
要
で
は
。

柔
ら
か
い
表
現
や
見
た
目
で
分
か

り
や
す
い
内
容
に
な
る
よ
う
努
め

る
。

AQA
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４会派が４会派が４会派が４会派が
町政方針を問う町政方針を問う町政方針を問う町政方針を問う

定例会３月会議では、町長の施政方針演説をうけて、４会派の議員が代表質問をおこないました。
代表質問では、令和３年度の町政運営を示す施政方針や町政の課題などについて質問しました。

代表質問

会　派 質問者 質問項目 ページ

ネ ク ス ト
く み や ま 田

た
口
ぐち
　浩

こう
嗣
じ
	議員

①コロナ禍における感染症対策
②消防本部の広域化
③みまきこども園分園の跡地※
④町内道路の渋滞解消施策

Ｐ13

公 明 党 議 員 団 戸
と
川
がわ
　和

かず
子
こ
	議員 ①町長の政治姿勢

②学校教育 Ｐ14

くみやまみらい 島
しま
　　宏

ひろ
樹
き
	議員

①行財政経営
②まちづくり
③新型コロナウイルス感染症対策

P15

日 本 共 産
党 議 員 団 巽

たつみ
　　悦

えつ
子
こ
	議員

①府営水道の広域化
②介護保険制度の改正
③木津川・宇治川の堤防補強対策※
④小・中学校の少人数学級

P16

 令和３年度　各分野の重点施策〔町長の施政方針より〕 
①魅力と個性にあふれた強い産業の育成
②人と企業が定着したくなる基盤の整備
③安心して子どもを産み育てられる環境づくり
④地域の力を結集した教育の推進
⑤人と人がふれあい尊重し合う心の育成

⑥住みなれた場所でいきいきと暮らせる地域づくり
⑦地域ぐるみの安全・安心のまちづくり
⑧地域力を生かした協働のまちづくり
⑨健全で安定した行財政運営の継続

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

定例会の映像配信

久御山町議会ホームページから生中継
と録画映像がご覧いただけます。

※印の質問事項は紙面の都合上掲載していません。録画映像をご覧ください。
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職
場
環
境
改
善
で
庁
舎
内
に

Ｗ
ｉ
Ｆ̶
ｉ
環
境
を
整
備
す
る

A
職
員
の
感
染
防
止
・
公
共

施
設
で
の
さ
ら
な
る
対
策
は

Q職
場
環
境
改
善
策
と
し
て
、
役
場

庁
舎
内
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
し
、

庁
舎
内
の
ど
こ
で
も
パ
ソ
コ
ン
利
用
可

能
と
し
た
い
。
試
験
的
に
自
宅
か
ら
の

テ
レ
ワ
ー
ク
も
検
討
す
る
。

介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

へ
の
感
染
防
止
対
策
の
補
助
金
を
拡
大

し
、
対
象
範
囲
を
訪
問
系
の
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
に
も
広
げ
、
補
助
金
額
を
上
限

20
万
円
に
増
額
す
る
。

ま
た
、
新
た
に
介
護
や
障
害
福
祉
施

設
の
新
規
入
所
者
全
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
補
助
を
す
る
。

保
健
師
や
支
援
員
が
訪
問
し
、
困
り

感
に
寄
り
添
い
、サ
ポ
ー
ト
す
る
産
前
・

産
後
訪
問
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

産
後
健
診
の
重
要
性
は
十
分
理
解
し

て
い
る
。
産
後
ケ
ア
事
業
と
あ
わ
せ
て

実
施
に
向
け
検
討
す
る
。

城
陽
市
に
つ
な
ぐ
バ
イ
パ
ス
道
路
建

設
は
、
課
題
が
多
く
難
し
い
が
、
東
西

道
路
の
渋
滞
緩
和
に
は
、
新
た
な
発
想

や
視
点
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

近
隣
市
と
協
力
・
連
携
を
密
に
し
、

府
に
働
き
か
け
、
実
現
に
向
け
て
努
力

す
る
。

一
気
に
広
域
化
す
る
こ
と
は
困
難
だ

が
、
指
令
業
務
や
特
殊
車
両
共
同
化
の

継
続
は
、
近
隣
消
防
本
部
と
合
意
し
た
。

建
物
や
周
辺
道
路
状
況
を
現
地
調
査

に
よ
り
把
握
し
、
情
報
提
供
し
て
い
る
。

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
で
企
業
は
テ
レ

ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

職
員
の
感
染
防
止
も
踏
ま
え
た
公
共
施

設
で
の
さ
ら
な
る
対
策
は
。

コ
ロ
ナ
禍
で
介
護
崩
壊
を
防
ぐ
に
は

さ
ら
な
る
対
策
が
必
要
。

施
政
方
針
に
あ
る
コ
ロ
ナ
対
応
の
具

体
的
な
施
策
や
補
助
は
。

消
防
本
部
の
広
域
化
の
進
捗
状
況
は
。

現
在
、
本
町
に
は
し
ご
車
が
な
い
。

火
災
発
生
時
、
は
し
ご
車
が
必
要
な
建

物
や
進
入
経
路
な
ど
を
協
力
関
係
の
近

隣
消
防
本
部
は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

数
年
後
、
城
陽
市
に
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

が
完
成
す
れ
ば
、
本
町
を
ぬ
け
る
車
で

一
層
渋
滞
す
る
。

国
道
１
号
の
木
津
川
大
橋
の
北
詰
に

交
差
点
を
設
け
、
堤
防
を
利
用
し
、
城

陽
市
へ
ぬ
け
る
新
た
な
東
西
軸
道
路
を

つ
く
れ
な
い
か
。

現
在
、
新
名
神
の
施
工
途
中
な
の
で
、

国
や
府
に
働
き
か
け
れ
ば
付
随
工
事
と

し
て
進
む
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。

渋
滞
緩
和
は
住
民
や
企
業
の
願
い
だ

が
、
町
長
の
考
え
は
。

バ
イ
パ
ス
は
難
し
い
が
渋
滞

緩
和
に
向
け
努
力
す
る

　

　

A
城
陽
市
へ
ぬ
け
る
新
た
な

東
西
軸
道
路
の
可
能
性
は

Q

現
地
調
査
に
よ
り
把
握
し

情
報
提
供
し
て
い
る

A
は
し
ご
車
が
必
要
な
建
物

や
進
入
経
路
の
把
握
は

Q

消防応援協定避難訓練　「久御山しみずの里」

４会派が４会派が４会派が４会派が
町政方針を問う町政方針を問う町政方針を問う町政方針を問う

定例会３月会議では、町長の施政方針演説をうけて、４会派の議員が代表質問をおこないました。
代表質問では、令和３年度の町政運営を示す施政方針や町政の課題などについて質問しました。

代表質問

出
産
後
２
週
目
を
ピ
ー
ク
に
産
後
約

２
割
の
母
親
が
う
つ
に
な
り
や
す
い
統

計
が
あ
り
、特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
、う
つ・

精
神
疾
患
に
な
り
や
す
い
が
、
本
町
の

対
応
は
。

ま
た
、
産
後
２
週
間
健
診
を
す
べ
き

で
は
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

町
　
長

消
防
長

町
　
長

田口　浩嗣 議員
ネクストくみやま
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岡
本
記
念
病
院
と

協
議
を
進
め
て
い
る

A
集
団
接
種
は
岡
本
記
念

病
院
で
実
施
す
る
の
か

Q京
都
岡
本
記
念
病
院
と
協
議
を
進
め

て
い
る
集
団
接
種
会
場
に
つ
い
て
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
相
談
を
十
分

に
お
こ
な
い
、
安
心
し
て
接
種
で
き
る

よ
う
に
実
施
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
な
ど
の
重
篤
な

副
反
応
に
も
迅
速
に
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
、
救
急
セ
ン
タ
ー
入
口
近
く
で
万

全
を
期
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

民
生
部
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
、
国
保

健
康
課
を
中
心
に
住
民
福
祉
課
、
子
育

て
支
援
課
の
課
長
お
よ
び
保
健
師
か
ら

な
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策

チ
ー
ム
を
編
制
す
る
。

さ
ら
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
課
長
を

新
た
に
配
置
す
る
。

配
慮
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し
、

具
体
策
を
打
ち
出
す
校
内
支
援
委
員
会

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

担
任
だ
け
で
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、

学
校
組
織
と
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と

を
徹
底
し
て
い
る
。

必
要
が
あ
れ
ば
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
適
応
指
導
教
室

と
連
携
を
取
り
、
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
。

平
成
26
年
度
の
本
町
の
小
学
校
不
登

校
出
現
率
は
全
国
の
３
・
43
倍
、
中
学

校
は
全
国
の
３
・
83
倍
と
非
常
に
多
い

状
態
だ
っ
た
。

す
べ
て
の
学
校
で
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
不
安
や
悩
み
、
困
り
感
に
寄
り
添

い
自
己
肯
定
感
の
醸
成
を
図
る
取
り
組

み
を
継
続
的
に
お
こ
な
い
、
出
現
率
を

減
少
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

令
和
２
年
12
月
現
在
で
は
、
３
小
学

校
の
不
登
校
人
数
は
10
人
、
中
学
校
は

16
人
と
な
っ
て
い
る
。

国
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
策
の
強
化
な
ど
を
柱
と
す
る
２

０
２
０
年
度
第
３
次
補
正
予
算
が
成
立

し
、
医
療
従
事
者
向
け
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
接
種

に
な
る
が
、
集
団
接
種
は
京
都
岡
本
記

念
病
院
で
実
施
す
る
と
町
長
が
言
わ
れ

た
が
、
ど
う
な
る
の
か
。

集
団
接
種
を
京
都
岡
本
記
念
病
院
で

実
施
し
た
場
合
、
シ
ョ
ッ
ク
や
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
な
ど
の
重
大
な
副
反
応

が
出
た
場
合
、
処
置
は
京
都
岡
本
記
念

病
院
で
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

集
団
接
種
で
は
問
診
へ
の
誘
導
や
接

種
場
所
へ
の
案
内
な
ど
人
手
の
確
保
が

必
要
か
と
思
う
が
、
職
員
も
含
め
た
体

制
は
。

不
登
校
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら

れ
る
が
、
対
策
は
。

令
和
元
年
の
全
国
調
査
で
、
不
登
校

者
数
は
小
学
校
で
５
万
３
３
５
０
人
、

中
学
校
で
12
万
７
９
２
２
人
と
な
っ
て

い
る
。

本
町
の
不
登
校
の
現
状
は
。

令
和
２
年
12
月
で
は

小
学
校
10
人
中
学
校
16
人

A
本
町
の
不
登
校
の

現
状
は

Q

小学校の授業風景

戸川　和子	議員
公明党議員団

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

町
　
長

教
育
長

教
育
長
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令
和
３
年
度
の
重
点
施
策
に
対
す
る

町
長
の
思
い
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備

状
況
は
。

京
都
岡
本
記
念
病
院
で
集
団
接
種
す

る
が
、
実
施
場
所
は
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
、
ど

こ
ま
で
決
定
し
て
い
る
の
か
。

現
在
、
調
整
池
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

岡
本
記
念
病
院
別
館
と

そ
の
周
辺
を
予
定

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団

接
種
実
施
場
所
は

み
な
く
る
タ
ウ
ン
と
中
央

公
園
再
整
備
に
合
わ
せ
る

調
整
池
の
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ワクチン接種会場となる京都岡本記念病院

希
望
の
光
を
人
々
の
心
に

灯
し
続
け
る
た
め
の
予
算

令
和
３
年
度
の
施
策
に

対
す
る
町
長
の
思
い
は

主
な
施
策
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
水
道
料
金
基

本
料
の
助
成
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
高
齢
者

施
設
入
所
者
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
補

助
な
ど
に
つ
い
て
複
合
的
か
つ
効
果
的

に
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
。

ま
た
、
内
水
排
除
対
策
を
は
じ
め
、

み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
整
備
促
進
や
公
共

交
通
バ
ス
路
線
、
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー

集
団
接
種
は
、
京
都
岡
本
記
念
病
院

で
実
施
す
る
方
向
で
協
議
を
重
ね
て
お

第
１
期
地
区
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
整

備
事
業
区
域
の
公
共
用
地
の
地
下
に
整

備
す
る
調
整
池
は
、
早
け
れ
ば
令
和
５

年
度
を
予
定
。

島　　宏樹	議員
くみやまみらい

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

都
市
整
備
課
長

の
さ
ら
な
る
充
実
、
全
世
代
・
全
員
活

躍
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
歩

く
ま
ち
く
み
や
ま
の
推
進
な
ど
を
予
算

化
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
閉
塞
感
か
ら
一
日

も
早
く
脱
却
す
る
た
め
、
次
世
代
に
つ

な
ぐ
「
希
望
」、
町
が
さ
ら
に
将
来
へ

飛
躍
し
て
い
く
ん
だ
と
い
う
「
希
望
」、

明
る
い
未
来
へ
の
「
希
望
」
を
胸
に
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
を『
希
望
の
光
』

を
人
々
の
心
に
灯
し
続
け
る
た
め
の
予

算
と
し
て
編
成
を
し
た
。

久
御
山
中
央
公
園
の
再
整
備
事
業
に

合
わ
せ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地
下
に
整
備

す
る
調
整
池
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
に
予
定
し
て
い
る
。

な
お
、
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
事
業
区

域
内
の
調
整
池
の
う
ち
、
都
市
下
水
路

の
浸
水
対
策
で
あ
る
調
整
池
は
町
で
整

備
し
、
市
街
化
で
増
加
す
る
雨
水
の
流

出
抑
制
は
、
区
画
整
理
事
業
で
調
整
池

を
整
備
す
る
。

り
、
接
種
場
所
に
つ
い
て
は
、
病
院
敷

地
内
西
側
に
あ
る
別
館
と
そ
の
周
辺
を

借
用
す
る
予
定
。

病
院
の
役
割
と
し
て
、
医
師
や
看
護

師
に
は
、
安
心
し
て
接
種
を
受
け
て
い

た
だ
く
た
め
の
問
診
相
談
や
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
、
接
種
後
の
状
態
観
察
な
ど
を

担
っ
て
い
た
だ
く
。

ま
た
、
本
町
の
役
割
は
、
接
種
会
場

全
体
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
か
つ
安
全
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
、
総
括
者
を
１
人

配
置
し
、
接
種
希
望
者
の
受
け
付
け
や

予
約
状
況
の
確
認
、
予
診
票
の
確
認
作

業
や
接
種
済
証
の
発
行
な
ど
を
お
こ
な

う
こ
と
に
な
る
。



くみやま　議会だより　No.162（16）

施
設
を
一
本
化
す
る
の
で
、
管
路
の

工
事
も
始
ま
る
と
思
う
が
、
そ
う
な
っ

た
場
合
に
は
、
結
局
、
府
営
水
道
事
業

を
民
間
委
託
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

２
月
15
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
、

菅
首
相
は
、「
中
学
校
も
35
人
学
級
が

必
要
と
思
う
」
と
答
弁
し
た
。

中
学
校
も
35
人
の
ク
ラ
ス
に
す
る
京

都
府
の
考
え
は
。

コ
ロ
ナ
関
係
で
聞
く
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
が
陽
性
と
な
っ
た
場
合
の
京

都
府
や
本
町
の
対
応
は
。

府
営
水
道
の
広
域
化
へ
の
見
解
は
。

京
都
府
営
水
道
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
検
討
業
務
委
託
報
告
書
に
よ
る
と
、

統
合
案
の
市
町
の
浄
水
場
に
、
本
町
の

佐
古
浄
水
場
が
含
ま
れ
て
い
る
が
。

中
学
校
ま
で
の
波
及
は

な
い
と
考
え
て
い
る

A
中
学
校
35
人
学
級
に

す
る
京
都
府
の
考
え
は

Q

『京都府営水道ビジョン（改訂版）』より

本
町
の
実
情
を
踏
ま
え

幅
広
く
検
討
し
た
い

A
府
営
水
道
の

広
域
化
へ
の
見
解
は

Q

府
保
健
所
、町
、サ
ー
ビ
ス

事
業
者
と
の
連
携
で
対
応

A
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が

陽
性
と
な
っ
た
場
合
は

Q

本
町
は
、
安
全
・
安
心
な
水
の
安
定

供
給
お
よ
び
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
後
も
水
需
要

が
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

事
業
統
合
や
施
設
の
共
同
利
用
化
、

管
理
の
一
体
化
な
ど
に
よ
り
、
水
道
施

設
の
再
構
築
・
最
適
化
、
投
資
効
率
の

向
上
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
京
都
府
や
他
市
町
と
連

携
し
、
本
町
の
実
情
を
踏
ま
え
幅
広
く

検
討
し
た
い
。

府
営
水
道
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
、
府
営
水
道
受
水
市
町
の
21
浄
水
場

を
40
年
後
に
は
９
〜
13
施
設
に
削
減
が

可
能
と
し
た
結
果
で
あ
る
。

今
後
、
京
都
府
と
の
協
議
に
際
し
、

佐
古
浄
水
場
の
廃
止
も
議
題
に
あ
が
る

こ
と
に
な
る
。
本
町
と
し
て
財
政
面
・

人
的
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

や
水
の
安
定
供
給
を
考
慮
す
る
中
で
、

可
否
の
判
断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

現
時
点
で
は
民
営
化
、
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、

一
切
考
え
て
い
な
い
。

小
学
校
で
少
人
数
教
育
を
実
施
し
て

い
る
が
、
中
学
校
ま
で
の
波
及
は
し
て

い
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

国
の
動
向
な
ど
を
見
る
な
か
で
、
全

国
町
村
教
育
長
会
を
通
じ
、
国
に
継
続

し
た
要
望
は
し
て
い
き
た
い
。

京
都
府
の
保
健
所
が
、
ま
ず
入
院
と

い
う
こ
と
で
、
本
人
に
勧
め
ら
れ
る
。

逼ひ
っ

迫ぱ
く

し
て
入
院
で
き
な
い
こ
と
に
な

れ
ば
、
府
保
健
所
と
も
連
携
し
て
在
宅

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
訪
問
介

巽　　悦子	議員
日本共産党議員団

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

上
下
水
道
課
長

教
育
長

民
生
部
長

護
や
訪
問
看
護
を
受
け
て
も
ら
う
。

そ
の
場
合
、
町
と
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

が
連
携
し
な
が
ら
地
域
全
体
で
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
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一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。議員の質問時間は30分以内。一問
一答

議員の質問時間の制限はなく、質問回数は２回まで。一括
質問

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

定例会の映像配信
久御山町議会ホームページから生中継
と録画映像がご覧いただけます。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

①療育教室
②手話言語条例制定後の施策
③いのちの授業

①証明書等コンビニ交付サービス
②産業廃棄物全量撤去の改善命令
③町長の交際費と動き

①ＩＣＴ教育
②防災対策

①新型コロナウイルスのワクチン接種
②定住促進の施策

①新型コロナウイルスのワクチン接種
②町政運営
③町内への大型車の流入

P18一問
一答松本　義裕 議員

まつもと よしひろ

P19一問
一答芦田　祐介 議員

あし　だ ゆうすけ

岩田　芳一 議員
いわ  た よしかず

一問
一答

P22一問
一答

P21

一括
質問 P20

中井　孝紀 議員
なか　い たかのり

松尾　　憲 議員
まつ　お あきら

こ
こ
が

　 き
た
い

こ
こ
が

　 き
た
い

聞聞

一 般
質 問

5 議員が
登壇



くみやま　議会だより　No.162（18）

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

療
育
教
室
機
能
と
は

令
和
２
年
度
内
に

方
針
を
決
定
し
た
い

QA QA QA発
達
障
害
等
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

運
動
遊
び
が
で
き
る
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、

安
全
に
遊
べ
る
園
庭
、
水
遊
び
が
で
き

る
テ
ラ
ス
の
設
備
を
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
す
る
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

令
和
２
年
度
内
に
は
、
療
育
教
室
の

機
能
に
つ
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
内
に
ど
の
よ
う
に
設
置
す
る
か
の

方
針
を
決
定
し
、
オ
ー
プ
ン
は
令
和
６

年
を
目
指
す
。

全
世
代
・
全
員
活
躍
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
整
備
検
討
に
お
い
て
、
療
育

教
室
の
機
能
を
付
加
す
る
検
討
も
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
。

質
　
問

職
員
の
出
前
講
座
や
手
話
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
広

報
啓
発
、
推
進
方
針
を
住
民
の
皆
さ
ま

に
周
知
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
お
こ
な
う
。

現在の療育教室

手話を使って安心できるまちづくり
（手話教室）

松本　義裕 議員

QA QA
い
の
ち
の
授
業
へ
の

取
り
組
み
状
況
は

各
種
取
組
の
中
で
ア
プ
ロ
ー
チ

を
お
こ
な
っ
て
い
る

QA

QA QA
手
話
施
策
の

事
業
計
画
と
目
標
は

手
話
を
使
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す

QA

学
校
教
育
課
長

住
民
福
祉
課
長

い
の
ち
の
大
切
さ
な
ど
、
い
の
ち
の

授
業
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

の
っ
て
こ
優
タ
ク
シ
ー
に
お
い
て
、

聴
覚
言
語
な
ど
に
障
害
が
あ
る
方
の
対

応
は
。
今
後
の
事
業
計
画
と
目
標
は
。

手
話
施
策
推
進
方
針
に
基
づ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

教
科
と
し
て
の
学
習
の
ほ
か
、
平
和

学
習
や
人
権
学
習
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
各
種
取
組
の
中
で
ア
プ
ロ
ー
チ

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
検
討
を
進
め
る
。

い
の
ち
の
大
切
さ
が
分
か
る
こ
と
で
、

他
人
を
思
い
や
り
、
自
分
の
存
在
を
大

切
に
思
う
気
持
ち
も
で
き
、
自
己
肯
定

感
を
高
め
ら
れ
る
。
教
育
長
の
考
え
は
。

質
　
問

い
の
ち
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
理
解

を
深
め
る
こ
と
は
、
人
格
形
成
の
た
め

非
常
に
重
要
な
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
な

る
充
実
を
図
り
、
心
豊
か
な
人
格
を
備

え
た
人
間
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
い
の

ち
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

「
手
話
に
対
す
る
理
解
と
手
話
の
広

が
り
を
も
っ
て
地
域
で
支
え
合
い
、
手

話
を
使
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
」
を
目
標
に
掲
げ
、
施
策

を
進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長

町
　
長

子
育
て
支
援
課
長

住
民
福
祉
課
長
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産廃が放置されている事業地

QA QA
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は

事
業
と
し
て
失
敗
で
は

短
期
的
な
ス
パ
ン
で

捉
え
る
べ
き
で
は
な
い

QA２
月
末
現
在
で
３
４
０
件
の
利
用
が

あ
り
、
年
度
末
は
４
２
０
件
程
度
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

４
２
０
枚
で
発
行
コ
ス
ト
を
計
算
す

る
と
１
件
あ
た
り
約
１
万
６
０
０
０
円

に
な
る
。

住
民
票
な
ど
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
。

令
和
２
年
度
は
当
初
、
１
５
０
０
件

の
利
用
を
見
込
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、

１
件
あ
た
り
の
発
行
コ
ス
ト
は
。

質
　
問

住
民
福
祉
課
長

昨
年
の
決
算
審
査
で
は
１
件
あ
た
り

の
発
行
コ
ス
ト
は
、
４
６
１
３
円
を
見

込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

見
通
し
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

達
成
率
が
低
く
、
事
業
と
し
て
失
敗

だ
っ
た
の
で
は
。

質
　
問

QA QA
産
業
廃
棄
物
の
放
置
問
題

刑
事
告
発
す
る
べ
き
で
は

告
発
の
有
効
性
を

検
討
す
る
中
で
判
断
す
る

QA

町
長
は
政
府
が
「
我
慢
の
３
週
間
」

と
し
た
12
月
11
日
、
あ
る
団
体
の
忘
年

会
に
参
加
し
て
い
る
。

何
名
が
参
加
し
た
忘
年
会
だ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
陣
頭
指
揮

を
取
る
立
場
と
し
て
参
加
は
不
適
切

だ
っ
た
の
で
は
。

質
　
問

20
名
程
度
が
参
加
し
た
会
だ
っ
た
が
、

感
染
症
対
策
が
取
ら
れ
て
い
た
。

有
意
義
な
会
で
あ
り
、
参
加
に
問
題

は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
の
は
事
実
。

令
和
３
年
度
は
利
用
件
数
の
増
加
を
見

込
ん
で
お
り
、
７
５
０
件
で
予
算
立
て

を
し
た
。

短
期
的
な
ス
パ
ン
で
捉
え
て
失
敗
だ

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

住
民
福
祉
課
長

環
境
保
全
課
長

田
井
新
荒
見
の
産
業
廃
棄
物
放
置
問

題
は
テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ
れ
た
。

業
者
は
府
が
発
出
し
た
改
善
命
令
を

履
行
し
て
い
な
い
。
命
令
違
反
に
は
罰

則
が
あ
る
。

府
ま
た
は
町
が
、
捜
査
機
関
に
刑
事

告
発
す
る
べ
き
で
は
。

質
　
問

府
が
告
発
す
る
か
ど
う
か
は
把
握
し

て
い
な
い
。

町
と
し
て
は
、
告
発
の
有
効
性
を
検

討
す
る
中
で
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

町
長
は
、
テ
レ
ビ
報
道
を
見
た
の
か
。

ま
た
現
地
を
直
接
確
認
し
た
の
か
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
町
長
の
所
見
は
。

質
　
問

テ
レ
ビ
報
道
は
見
て
い
る
し
、
現
地

は
何
度
も
確
認
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
報
道
に
関
係
な
く
、
先
日
も

府
の
府
民
環
境
部
長
と
協
議
を
お
こ

な
っ
た
。
引
き
続
き
府
と
し
っ
か
り
と

連
携
し
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
。

町ホームページより

町
　
長

町
　
長

QA QA
町
長
の
忘
年
会
参
加
は

不
適
切
で
は

感
染
症
対
策
を
取
っ
て

お
り
問
題
は
な
い

QA

芦田　祐介 議員
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QA QA
今
後
の

I
C
T
教
育
の
考
え
は

世
界
に
通
用
す
る
人
間
に

成
長
で
き
る
よ
う
努
力

QA不
審
な
ア
ク
セ
ス
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
た

り
、
ウ
イ
ル
ス
を
検
知
す
る
な
ど
、
安

全
を
確
保
で
き
て
い
る
。

I
C
T
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
学
校

に
来
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
生
徒
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
家
庭
で
授
業
を

受
け
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人

取
り
残
す
こ
と
の
な
い
、
公
正
に
個
別

最
適
化
さ
れ
た
学
び
が
可
能
と
な
る
。

世
界
に
通
用
す
る
人
間
と
し
て
大
き

く
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
、
教
育
長
と

し
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

児
童
生
徒
が
I
C
T
を
活
用
し
、
自

ら
課
題
の
解
決
手
段
や
方
法
を
収
集
し
、

ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
い

く
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

学
習
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
で
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
万
全
な
の
か
。

I
C
T
教
育
が
、
学
力
向
上
対
策
、

不
登
校
対
策
、
さ
ら
な
る
質
の
向
上
と

な
る
よ
う
、
今
後
の
I
C
T
教
育
の
考

え
は
。

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
つ
い
て
、

今
後
の
計
画
は
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

QA QA
本
町
の
防
災
力
強
化
に

つ
い
て
の
考
え
は

防
災
力
強
化
に
向
け

全
力
で
取
り
組
む

QA

教
育
長

岩田　芳一 議員

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

ICT教育で質の向上を

防災力強化に不可欠な防災訓練

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
っ
て
、

災
害
対
応
力
の
強
化
に
な
る
の
で
は
。

防
災
対
策
は
、
有
事
に
な
る
前
に
平

時
か
ら
準
備
を
万
全
に
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

本
町
の
防
災
力
の
強
化
、
災
害
対
応

力
の
強
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

避
難
所
開
設
に
お
い
て
は
、
職
員
が

行
け
な
い
状
況
も
あ
る
。
誰
も
が
、
次

に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を
順
番
に
示

す
説
明
書
が
あ
れ
ば
、
落
ち
着
い
て
開

設
が
で
き
、
ま
た
、
防
災
訓
練
に
も
活

用
で
き
る
。

避
難
所
開
設
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た

め
、
初
期
活
動
ボ
ッ
ク
ス
（
災
害
用

ボ
ッ
ク
ス
）
を
作
成
し
、
各
避
難
所
に

配
備
し
て
は
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て

は
、
活
躍
や
必
要
性
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

避
難
所
開
設
に
お
け
る
初
期
活
動

ボ
ッ
ク
ス
は
、
よ
り
良
い
避
難
所
運
営

の
た
め
参
考
に
し
て
研
究
し
た
い
。

総
務
課
長

総
務
課
長

町
　
長

災
害
発
生
時
に
、
初
期
対
応
を
誤
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
正
確
に
住
民
へ

伝
達
す
る
た
め
、
ハ
ー
ド
面
の
運
用
と

ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

久
御
山
町
を
し
っ
か
り
と
「
守
り
、
育

む
」、
防
災
力
強
化
に
向
け
た
諸
事
業

の
実
施
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
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中井　孝紀 議員

QA QA
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

場
所
と
人
数
は

京
都
岡
本
記
念
病
院
で

１
日
１
８
０
人
程
度

QA接
種
は
、
京
都
岡
本
記
念
病
院
で
の

集
団
接
種
に
向
け
て
調
整
し
て
お
り
、

平
日
の
午
後
に
３
時
間
実
施
し
、
１
日

１
８
０
人
程
度
と
想
定
し
て
い
る
。

高
齢
者
施
設
従
事
者
や
訪
問
介
護
従

事
者
は
、
施
設
入
所
者
と
同
時
に
優
先

接
種
の
方
向
で
進
め
る
。

高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け

て
の
体
制
や
１
日
の
接
種
人
数
は
。

高
齢
者
施
設
の
従
事
者
や
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
保
健
師
は
町
独
自
に
優
先

し
て
接
種
す
べ
き
で
な
い
か
。

質
　
問

QA QA
定
住
促
進
に
向
け
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は

水
素
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅
の
活
用
も
検
討
す
る

QA

市
街
化
調
整
区
域
内
に
あ
る
集
落
の

周
り
に
地
区
計
画
を
決
定
し
一
定
規
模

の
開
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
定
住
促

進
に
と
っ
て
重
要
な
施
策
で
な
い
の
か
。

高
齢
者
宅
が
先
々
空
き
家
に
な
る
事

例
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、
事
前
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
な
い
か
。

質
　
問

質
　
問

市
街
化
調
整
区
域
は
開
発
や
建
築
行

為
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
例
外
と
し
て

地
区
計
画
が
あ
り
、
定
住
人
口
を
増
や

す
た
め
に
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
区
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お

い
て
住
環
境
整
備
型
と
し
て
盛
り
込
む

こ
と
を
京
都
府
と
調
整
し
て
い
る
。

空
き
家
無
料
相
談
会
開
催
な
ど
の
取

り
組
み
と
、
三
世
代
同
居
等
推
進
支
援

事
業
な
ど
、
他
の
部
署
と
も
連
携
し
対

策
を
検
討
し
て
い
く
。

国
保
健
康
課
長

定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、
み
な
く

る
タ
ウ
ン
と
し
て
優
良
田
園
住
宅
を
整

備
す
る
計
画
だ
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
と
住
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
住
宅
開
発

が
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

希
望
す
る
高
齢
者
が
６
週
間
で
２
回

接
種
で
き
る
体
制
が
重
要
で
あ
り
、
集

団
接
種
、
個
別
接
種
、
訪
問
接
種
、
施

設
接
種
を
取
り
入
れ
た
久
御
山
モ
デ
ル

を
講
じ
る
べ
き
で
な
い
か
。

質
　
問

質
　
問

府
内
初
と
な
る
優
良
田
園
住
宅
の
整

備
を
検
討
す
る
と
共
に
、
京
都
府
が
計

画
し
て
い
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
調
査
な
ど
の
情
報
を
提
供
し

て
も
ら
い
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
活

用
も
検
討
し
た
い
。
多
様
な
意
見
を
聞

く
場
と
し
て
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

ボ
ー
ド
を
設
置
し
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
が
難
し
い
状
況
か

ら
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。
本
町

に
お
い
て
も
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
安
全
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
接

種
の
希
望
者
が
円
滑
に
か
つ
適
正
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み

た
い
。

町
　
長

事
業
建
設
部
担
当
部
長

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

新市街地整備計画（案）
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QA QA
ワ
ク
チ
ン
接
種

在
宅
高
齢
者
へ
の
対
応
は

医
師
会
や
医
療
機
関
と

協
議
し
整
理
す
る

QA

QA QA
コ
ロ
ナ
禍

大
型
投
資
は
慎
重
な
対
応
を

コ
ロ
ナ
対
策
優
先
に

諸
計
画
を
進
め
て
い
く

QA

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
担
当
課
長
お
よ
び

対
策
チ
ー
ム
を
準
備
し
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
４
人
体
制
で
臨
む
。

ま
ず
は
、
高
齢
者
へ
の
接
種
を
乗
り

切
り
た
い
。
そ
の
上
で
、
人
員
体
制
の

見
直
し
な
ど
柔
軟
に
対
応
す
る
。

全
国
的
な
課
題
で
あ
る
が
、
宇
治
久

世
医
師
会
や
町
内
の
医
療
機
関
と
協
議

し
、
接
種
券
発
送
ま
で
に
整
理
す
る
。

影
響
は
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
朝

夕
の
通
勤
時
の
よ
う
な
渋
滞
が
起
こ
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

大
事
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
が
、

事
業
者
側
で
も
十
分
対
応
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
が
、
情
報

が
不
足
し
て
い
る
。
本
町
は
京
都
岡
本

記
念
病
院
で
集
団
接
種
と
聞
い
た
。

本
町
に
と
っ
て
も
大
変
な
業
務
に
な

る
が
、
職
員
体
制
は
大
丈
夫
か
。

令
和
３
年
度
の
町
政
運
営
の
優
先
課

題
は
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
を
巡
る
世
の
中

の
動
き
を
考
え
る
と
、
令
和
３
年
度
は

一
層
厳
し
い
町
政
運
営
に
な
る
が
、
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大
き
な
投

資
計
画
は
、
慎
重
な
対
応
を
す
る
時
期

で
は
な
い
の
か
。

接
種
期
間
が
長
期
に
な
り
、
職
員
の

負
担
を
思
う
と
、
体
制
が
心
配
だ
が
。

本
町
は
京
滋
バ
イ
パ
ス
、
第
二
京
阪

道
路
な
ど
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。

近
年
、
町
内
に
大
型
物
流
拠
点
が
増

え
て
お
り
、
一
般
通
行
車
両
へ
の
影
響

は
な
い
の
か
。

今
後
、
大
型
貨
物
車
の
流
入
が
増
え

る
が
、
そ
の
対
策
は
。

周
辺
町
道
は
、
小
・
中
学
校
の
通
学

路
に
な
っ
て
い
る
が
、
対
策
は
。

QA QA
大
型
物
流
拠
点
が
増
え
る
が

大
型
車
流
入
の
対
策
は

朝
夕
の
よ
う
な
渋
滞
は

な
い
と
考
え
て
い
る

QA

民
生
部
長

民
生
部
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

松尾　　憲 議員

行
財
政
課
長

障
害
が
あ
る
人
や
在
宅
の
高
齢
者
へ

の
対
応
は
。

質
　
問

現
時
点
で
は
、
一
定
の
税
収
も
確
保

で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、
進
め
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
学

校
施
設
計
画
な
ど
の
事
業
が
止
ま
る
こ

と
は
な
い
が
、
公
民
館
建
て
替
え
は
も

と
も
と
予
定
し
て
お
り
、
実
施
の
順
番

が
変
わ
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
構
想
を
進
め

る
こ
と
で
、
本
来
や
る
べ
き
社
会
資
本

整
備
計
画
に
影
響
は
出
な
い
か
。

質
　
問

副
町
長

町
　
長

ま
ず
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
あ
る
。
再
度

の
水
道
料
金
基
本
料
助
成
、
高
齢
者
施

設
入
所
者
へ
の
P
C
R
検
査
補
助
を
実

施
す
る
な
ど
、
優
先
順
位
を
念
頭
に
臨

ん
で
い
く
。

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

町内で急増する大型物流事業所
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コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
え
な
い

中
で
、
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

学
ん
だ
こ
と
は
、
正
し
い
情
報
の

発
信
が
大
切
で
あ
る
こ
と
で
し
た
。

「
地
域
懇
談
会
」
が
実
現
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
が
、

み
な
さ
ん
の
声
に
応
え
ら
れ
る

「
情
報
発
信
」
を
目
指
し
ま
す
。

巽　

悦
子

編
集
後
記

委 員 長	 巽　　悦子
副委員長	 林　　吉一
委　　員	 芦田　祐介
	 松尾　　憲
	 田口　浩嗣
	 樋口　房次
	 岩田　芳一
オブザーバー	 内田　孝司
　（議長）

２年間ありがとうございました

町議会

応募・問い合わせ先

応募資格
● 満18歳以上の在住・在勤の方（公務員・議員経験者を除く）
● メールでのやりとりが可能な方

募集内容
募集期間：令和３年５月１日～令和３年５月31日
任　　期：令和３年８月１日～令和４年７月31日
定　　員：10名以下
※年齢・居住地などに偏りが生じないよう考慮のうえ選考し、選考結果を応募者全員にお知らせします。

依頼内容
● 議会だよりについてのアンケート（年４回程度）
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久御山町議会 検索

昨
年
12
月
、
服
部
さ
ん
は
、
手
話
の

普
及
活
動
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、
令
和

２
年
度
京
都
府
身
体
障
害
者
福
祉
関
係

功
労
者
等
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

障
害
を
乗
り
越
え
、
い
ま
も
活
動
を

続
け
る
そ
の
「
活
動
力
」
が
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
か
ら
見
え
て
き
ま
し
た
。

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

町
に
手
話
教
室
開
催
を
提
案

昭
和
55
年
、
京
都
府
ろ
う
あ
協
会

（
現
聴
覚
障
害
者
協
会
）
の
助
言
に
よ
り
、

久
御
山
町
に
手
話
教
室
開
設
を
提
案
、

自
ら
講
師
も
引
き
受
け
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

「
治
療
法
が
な
い
」と
言
わ
れ
て

生
後
７
〜
８
カ
月
の
頃
、
高
熱
が
続

き
そ
の
後
、
笑
わ
な
い
し
反
応
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
い
く
つ
か
の
病
院
で

受
診
す
る
の
で
す
が
、
原
因
は
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

１
歳
の
頃
、
医
師
か
ら
「
治
療
法
が

な
い
」
と
宣
告
さ
れ
、
心
配
に
な
っ
た

母
親
は
行
政
に
連
絡
し
ま
し
た
が
、
返

答
は
「
自
宅
に
居
る
よ
う
に
」
で
し
た
。

「
母
は
、
願
か
け
も
し
苦
労
し
た
と

思
い
ま
す
」
と
母
親
の
心
中
を
語
り
ま

す
。

当
時
、聾
学
校
で
は
口
話
が
中
心

５
歳
か
ら
18
歳
は
、
京
都
府
立
聾ろ

う

学

校
に
通
い
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
幼
稚

部
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

５
歳
で
小
学
部
に
入
学
で
き
ま
し
た
。

当
時
、
学
校
で
は
手
話
の
使
用
が
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
短
い
単
語
や
言
葉
の

発
声
な
ど
口
話
教
育
が
中
心
で
し
た
。

高
等
部
を
卒
業
す
る
18
歳
の
時
、
担

任
の
先
生
か
ら
「
健
聴
者
と
の
付
き
合

い
も
必
要
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

短
期
大
学
に
進
学
。
短
大
時
代
の
４
人

組
と
は
今
で
も
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
母
は
私
生
活
で
も
し
つ
け
が
厳
し

か
っ
た
ん
で
す
」

習
い
事
で
は
日
本
舞
踊
の
ほ
か
に
、

お
茶
や
お
花
な
ど
も
習
い
ま
し
た
。

「
聞
こ
え
な
い
と
い
っ
て
負
け
た
ら
あ・
か・
ん・
」

２
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

出
産
後
に
言
葉
を
発
す
る
の
か
心
配
で

し
た
。
話
し
か
け
る
と
聞
こ
え
て
い
た

の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

口
話
で
は
『
た
ば
こ
』
と
『
た
ま
ご
』

は
口
の
開
き
が
似
て
い
て
わ
か
り
づ
ら

い
で
す
。
手
話
が
で
き
な
く
て
も
筆
談

や
身
振
り
で
伝
え
ら
れ
ま
す
。

今
、
皆
さ
ん
に
発
信
し
た
い
言
葉
は
、

「
和わ

」
で
す
。
こ
の
「
和
」
は
、「
聞
こ

え
る
人
も
聞
こ
え
な
い
人
も
同
じ
。
聞

こ
え
な
い
と
い
っ
て
負
け
た
ら
あ・

か・

ん・

」
と
元
町

職
員
に
励
ま

さ
れ
た
こ
と

な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験

を
踏
ま
え
て
考
え
ま
し
た
。

「
聞
こ
え
る
人
も
聞
こ
え
な
い
人
も
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
を
目
指

し
た
い
」
は
、
服
部
さ
ん
の
願
い
で
す
。

初めての町「手話教室」に30人
町広報（昭和55年11月号）より

★
表
紙
の
題
字
「
く
み
や
ま
」は

服
部
浩
子
さ
ん
の
作
品
で
す
。

「和」を手話で

「手話は言語」に理解を！

服部浩子さん
（栄在住）

久御山ろうあ協会代表
町手話施策推進会議委員


